
安川町交番だより

秋と冬は事故多発の時期です!
主な理由と対策 (栃木県令和５年中 とちぎの交通事故）

①年間の交通事故の発生件数が多い月 →１位12月､2位1１月､3位10月
高齢者の死亡事故 →全死者の52.5％

②車の交通事故が多いは､朝夕の通勤時間帯の時間帯。
歩行者・自転車の事故発生が多いのも､日が短くなる夕暮れ時。

●夕方から夜は，ドライバーの視認性低下や疲れが主な原因の為である。
●夕暮れ時は，車から歩行者・自転車の発見率が著しく低下する為､車と
の接触事故率も上がる。

・ドライバーは早めのヘッドライトの点灯を！

・歩行者は反射素材を身に着けよう！

・自転車は周囲の交通量を考えて､道路の端
を走行する等の臨機応援を！

※ 栃木県警では､日没前の午後4時から車のヘッドライトを点灯する運動
ライト４(フォー)運動実施中です！！ 「16時だよ！全員点灯！」

火 災 は『人 災』! ? 冬山登山における注意5点
タバコ ・急激な気温変化
火が消えたと錯覚し､そのまま放置し布団や 山の気温は､100ﾒｰﾄﾙ毎に0.6℃下がるので､

紙類へ着火してしまう。 厚めの山岳用冬服を着る。

＜対策＞ ・降雪
寝たばこは､言語道断！ 登山先の天気情報を確認し､降雪に備える。

決められた安全な所で喫煙を。 ・装備品の活用
降雪対策として､テントやガス

ストーブ(特に電気ﾀｲﾌﾟ) バナー等を活用する。

電気ｽﾄｰﾌﾞのｽｲｯﾁを切らずに寝て､ ・登山届の提出
布団や洗濯物等の可燃物に延焼してしまう。 山に登る際は､必ず届けを出す。

＜対策＞ ・体力に見合った山の選択
ｽﾄｰﾌﾞの周りに燃えやすい物を置かない。 登りたいという欲求よりも､己の体力と見合っ
外出や就寝時には､必ずｽｲｯﾁを切り､ｺｰﾄﾞも た山の選択を有選する。

抜く。

トラッキング現象 ○栃木県警察は、登山届受理システム「コンパス」
ｺﾝｾﾝﾄに差し込んだﾌﾟﾗｸﾞの間に付着した綿ﾎｺﾘ を管理・運営する公益社団法人日本山岳ガイド協
が湿気を帯びて､小さなｽﾊﾟｰｸを繰り返し､ 会や登山計画書届出システム「ヤマップ」を管理
やがて電気回路が形成され出火してしまう。 運営する株式会社ヤマップと協定を締結していま
＜対策＞ す。 ←「コンパス」

普段からｺﾝｾﾝﾄはしっかりと差し込む。 「ヤマップ」→
使わないｺﾝｾﾝﾄは抜き､掃除しておく。 ＱＲコード
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